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重!憾瀧j見容lヰコ鴻蓬空縫濃従く代 i凍!忍王京洛篇〉、東宮}:13 f.鳴盟 )m~鍾霊容通@ぷ.. . . . ^ 1 1 • 
く数詩'>、終松重通峯容窮l:jヰ:1)空く従;手段登京l焼詩〉











































• • • • • • またもう一つは、 Jニ声紙韻の使用例に克える、エ12:芦之韻に相配するよ声Jこ韻
との通tl11の例である。















































.A， ^小ノコ二 のぐ()ち色、 1 フ
(7) 微皆灰治i可用(1例)
♂. ./!' A 
排徐9懐関来挨蹄才猪莱翠退く代放歌行〉
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d [)， d o b.・.^ 
(6) 皆灰1台同用(2例)
三一 . t¥ 排衷豪擢限設懐く野鶏斌〉、懐蜜関苔栽梅盃措く三iヨ詩〉
O /， . . ，"ケ('L¥ /'; !¥ ^ • • • 

























































(4) 文元魂同用(1例). . 
分間混i接門村論く見費玉器者詩〉
A. . .. .. .. 
9 元魂痕
i場声韻のうち、 n韻尾では元魂痕寒桓il出山先仙の 9韻が大きな 1群をなす。









@ご(， () C; 
寒桓fl出韻、またはi先仙韻との肉用例は、次のごとくである。
(4) 元寒樫!需用(2例)
































(はω4引) 寒1制i問H胴問月泊3(ω2例) 0 心
• 
丹難安芸関くn菌故人馬子喬詩其五〉、還開寒顔難歎く擬行路難其十四〉



























(¥ () 0 "、
(3) 先仙間用(10例)
0・ 、 ? ?????
;樫絃天泉旋年く傷逝j斌〉、{専前腕備然選投1;く紹古僻詩其一一〉、如;騒鮮年堅.・. . () .. .) . 0 む ら
く詠白雪詩〉、然泉年銭天く擬行路難其五〉・っ.(! 
(4) U~先{出向j有 ( 7例)
ん-はi前折絃先篇玄関く代朗FHラ〉、泉j堅年山川i煙J真緊く擬古詰:其I[g)、泉煙年.・..() ()・ oc; . () (; 
絃J1 LiJ蓮前賢く擬青青!凌上桔詩〉、天1IJ淵山煙泉i習絃侍旋く白雲詩〉、年綿ん.(- n .円 00 ()・ . 




























( 70 ) 
のような例カまある。
(3) 1告独j有 ( 4例)
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(4) 歌麻向用(5 OU) 
• 
多輩袴i護く舞鶴斌〉、多歌華く夜器、妓詩其二〉、多嵯花く梅花落〉
(1 .， .， .， ・
(5) 歌文麻i可j寄付例)
• 






































. .~." .. [¥.6 ^6.C-. ハ
弗j旋f¥鳥京情零盈く従!臨海王J二剤初新諸詩〉、齢生設精磐城域征名く擬行i賂
. . L¥ .， 1¥ ・・.・難其十三〉、撞紫名経横祭清重量情労こく登嵐山詩其ー〉、零策1\1詰佐清栄J~友生









• ^ • • • ^. 
(8) 映誇勤径同舟(1例)
c・a
































































木促鵠制1録玉曲く紹古辞詩其三〉・つ ・(4) 屋燭質問用 (2例)
• ^ 
警官官す守木く芙蓉j試〉、件費促玉廓木突撰く観漏賦〉






















• • (2) 昔錫悶用(1例)
• 協錦盛!笠く石IPJt銘〉
^ ^ • ^ 
(3) [思麦昔問問(2例)パ.
獲役立2迫議宅|塙く松柏篇〉・つ(4) [1百昔錫!司j有(1例). [¥ 
寂辺j劇溺石戴逆く仏影煩〉・^ ハ・ A(5) 1I百麦苦錫!可用(3例)二、.
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(2) 徳j虫用 ( 1例)






























































(1)蔚冬鍾江、 (2)支使、 (3)脂徴、 (4)之、 (5)魚、虞模、 (6)斉、 (7)皆灰始、 (8)真語、
(9)文j改、 (10)元魂痕、 (11)寒桓ilW.， (12)山先仙、 (13)粛宵肴豪、 (14)歌文麻、 (15)陽唐、
(助成耕清育、 (17)蒸、 (18)尤侯幽、(19)1:受、 (20)車、 (21)屋沃燭覚、 (2)薬鍔、む3)陥麦昔






















注1 中華r:p書局、 1936年。汲古書院影1:万板、 1970年、また暴怒1{苧校改、 1im奇人民出版
社、 1989年がある。
j主2 r清華学報J11-3、1936年or龍品並離斎文集j第一冊、中華護局、 1980年、ま
た f主力文集j第十八巻、 w東教育出版社、 1991年にも収められる。




























注24 毛校宋本、さらにはこの詩を収める f文選jも妹に作る。そして子氏 f漢貌六朝
韻譜jは、これを来韻とする Q しかしここでは f楽府詩集jが噺に作るのに従った。
(筑波大学〕
( 79J 
